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１．はじめに

　数量的な分析において、２つの変量間の関係を

探るためにまず用いられるのは相関係数であろ

う。２つの確率変数 X と Y に対して、それらの

相関係数（後述する順位相関と区別するために、

ピアソンの積率相関係数とも呼ばれる）は、

Corr( X, Y ) :=
Cov( X, Y )

Var( X )Var( Y ) （1）

で定義される。ファイナンスの基礎的な理論であ

るCAPMにおいても、相関係数は鍵となる量であ

る。相関係数は、２変量間の線形的な関連度合を

測る指標であり、それを－1から１までの数値で

表すことができるので、非常に便利である。しか

し、相関係数はあくまでも２つの変量が“全域的

に”どれくらい“直線的な”関係を持っているか

を測る指標であり、相関係数が０であるからとい

って、必ずしも２つの変量間に関係がないとは言

い切れない。また、相関係数は分散が有限な場合

にしか定義できないという技術的な欠点もある。

　確率変数間の関係についての情報を漏らすとこ

ろなく記述するのは、同時分布と呼ばれる概念で

ある：２つの確率変数 X と Y の同時分布関数は

F (x, y ) = P( X ≤ x, Y ≤ y)

で定義される。これは、 X と Y それぞれの周辺

的挙動とそれらの相互依存構造を両方記述してい
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